
           歩こうかい 11 月例会（通算 377 回）      

    養老公園の紅葉     

 

2022 年 11 月 16 日（水） 

 

 

 

                       令和 3 年 12 月 8 日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気：曇り時々晴れ ・参加者 13 名 ＜10,000 歩＞ 

 

 

 

   

養老山上空は暗い雲で覆われているが、養老駅周辺の上空は薄曇りで雲の間には所々青空が見え、やや

肌寒い気温はウォーキングには程よいコンディション。 

養老駅の歴史は古く、1913 年（大正 2 年）に開業。駅舎入口の入母屋にはアルファベットの Y（養老の「Y」）

が刻まれた瓦が使われ、駅名表示板には「孝子伝説※」由来のひょうたんが使われている。又、養老の滝は日

本の滝百選に選定され、春は桜、秋は紅葉の名所としてシーズンには多くの人が訪れている。 

10 時 15 分集合、オープン参加のお二人の紹介とコース説明をして元気よく出発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｙの字の瓦と瓢箪で描かれている駅名                    出発前の挨拶風景 

 

※孝子伝説 

老いた父親のために懸命に働いていた木こりの「源丞内（げんじょうない）」が、ある日養老の山奥で見つけた

滝の水をひょうたんに汲んだところ、滝の水がお酒に変わり、その酒の力で父親がたちどころに若返ってしま

った、というもの 

 

 

養老鉄道養老駅・・・不動橋・・・渡月橋・・・・妙見橋・・・もみじ橋・・・万代橋・・・みゆき橋・・・ 

養老の滝（昼食）・・・養老薬師・・・養老神社・菊水泉・・・松風橋・・・養老鉄道養老駅 



養老の滝までの 2．5Km はゆるやかな登りが続き、こどもの国エリアに入ると沿道には黄色に輝く銀杏が立ち並

び、園内のもみじは真っ赤に紅葉している。滝から流れ下る川沿いの紅葉の盛りは月末のようだが、両側に整備

された歩道をつなぐ七つの橋の上からも景色を楽しみながら坂道をゆっくり上がる。 

 

   

         こどもの国園内の紅葉                       川の中もひょうたん型に整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

                緑と紅葉の美しい景観を楽しみながら歩く 

 

万代橋を過ぎると程なく滝に到着  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     



滝を見ながら昼食を楽しんだのち集合写真を撮り、上ってきた反対側の道を下る。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       滝を背景に集合写真             日本の滝百選・養老の滝 

 

木々に囲まれた養老神社に参拝し、澄み切った菊水泉を覗いたのち茶店へ。どこの店でも売られている養老

サイダーには菊水泉が使われていて日本最古のサイダーとも言われている。しばらく歓談し養老駅まで戻り

帰路に就く。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養老神社                   菊水泉                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     養老サイダーを販売する店が並ぶ        単線の為時間調整する養老線の電車 

 

記：奧村正忠 


